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戸
籍
の
明
暗

新
婚
さ
ん

”
探
し
て
い
ま
す
”

　
　
元
ソ
連
抑
留
者
の
方

　
い
ま
全
国
的
に
、
ソ
連
抑
留
者
協

議
会
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

　
当
町
で
も
、
こ
の
度
支
部
が
結
成

さ
れ
、
地
域
ご
と
に
世
話
人
の
方
々

が
同
志
を
探
し
て
い
ま
す
。

　
戦
時
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
、
ソ

連
に
抑
留
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
軍
人

（
遺
族
を
含
む
）
軍
属
・
一
般
の
方

々
は
、
お
近
く
の
世
話
人
さ
ん
あ
て

婦人検診（勃

〉対象者…30歳以上

〉費用…800円

〉受付時間…各会場とも正午

　　　　　～13時

〉日程…9月3日…松里農協前

　　　　4日…浦田センター

　　　　5日…東川センター

　　　8日…松之山公会堂

　
　
お
め
で
た

小
野
塚
利
幸
（
天
水
島
・
壮
一
二
男
）

関
根
　
　
浩
（
藤
　
倉
・
忠
一
二
男
）

に
ご
連
絡
下
さ
い
。

世
話
人
の
方
は
　
　
　
　
　
敬
称
略

小
見
辰
治
郎
（
黒
　
倉
行
三
三
六
四
）

志
賀
　
広
治
（
松
之
山
含
三
四
六
五
）

高
橋
篤
太
郎
（
湯
　
本
含
二
〇
九
汰
）

滝
沢
　
義
雄
（
天
水
越
含
二
四
二
◎
騨

本
山
　
民
蔵
（
北
浦
田
費
三
二
圏
O
聯

久
保
田
久
蔵
（
曽
　
根
含
三
二
六
轟

相
沢
　
喜
恵
（
小
　
谷
行
三
六
懸
撫
鞭

中
島
　
元
作
（
水
　
梨
行
三
五
三
Q
）

高
橋
　
久
松
（
中
　
尾
費
三
九
三
七
）

村
山
　
清
一
（
坪
　
野
君
三
九
六
三
〉

の
十
人
の
方
々
で
す
。

　母子健康相談
〉対象者…一歳未満児と妊婦

〉費用…無料

〉持参品…母子手帳と印かん

〉日程…9月11日午前役場、

　　　午後湯本（診療所）

　　　12日午前東川センター

　　　午後浦田センター

高田村高志佐高
橋辺山橋賀藤橋

杏
奈
（
天
水
島
・
主
計
長
女
）

友
紀
（
上
の
山
・
敬
一
二
女
）

誠
司
（
松
口
・
秋
夫
二
男
）

勇
太
（
松
之
山
・
始
二
男
）

久
美
（
湯
本
・
武
雄
二
女
）

幸
子
（
新
田
・
馨
二
女
）

千
絵
（
天
水
島
・
君
夫
長
女
）

　
　
お
く
や
み

志
賀
　
軍
平
㈲
（
松
之
山
・
ま
す
や
）

㊨㊥町野鰻蟹
　　当町は“野鳥の宝庫、として、全国で

　　もその名をはせています。町野鳥愛護会

　　では、月例探鳥会を開くとともに、会員

　　を募集しています。

　　申込みは村山健さん（湯本暦20161に

　　会費は年額1000円です。

消防職員採用試験
申込は9月30日までに

L越地域洲1屑府細でトでは消

防職llの採用、、式験を行います

職種　消防吏li 若卜名

日時　h川川川侶時3〔1分～

場所　1・越市ノく毛醐7の6

　　卜越地域消防事務細合
イ
　
　
・

神
原
　
喜
義
⑯
（
三
桶
・
あ
っ
ち
村
）

島
田
　
節
子
㈹
（
天
水
島
・
凌
雲
閣
）

和
久
井
カ
ツ
㈲
（
水
梨
・
大
枝
茂
）

田
中
　
、
・
・
ネ
⑯
（
西
の
前
・
弥
そ
院
）

猪
俣
　
カ
ク
㈲
（
松
之
山
・
猪
俣
）

山
岸
　
キ
チ
幽
（
新
山
・
古
屋
場
）

本
山
孫
太
郎
㈲
（
北
浦
田
・
岡
の
田
）

志
賀
　
サ
ク
⑳
（
松
口
・
崎
の
島
）

若
月
　
リ
ウ
⑯
（
湯
本
・
若
月
）

妻
島
金
二
郎
働
（
田
麦
立
・
宮
林
）

南
雲
フ
サ
ヲ
㈲
（
西
之
前
・
脇
ざ
し
）

　　　月例探鳥会の3案内

〉とき一毎月2膿、欝蔚4時30分

勝老ころ一楼叢幽濫羅駐奪場集合

隣萎激静齢一無鵜、鎌希望轡には、双眼鏡

ガィドフ騒クを数黛鶴します。〉会員で

ない方も、夫歓迎です。

申込受付期間　9弓22H卿か

　ら9月31川ゆF副1、彗二はト、1己

　消防本部））ほか、役場総務

　Ii果庶務係にあります

問合せ先　消防イ＼部　費鰐籠

　125q199｝　・私と土易辛念丞斉葺果頒1

　務係　・智313P　へどうぞ

　　マ　ヨご用心「ガン」は無症状だから怖い

石
塚
　
セ
キ
㈱
（
新
田
・
前
）

小
匿
　
ト
ヤ
圃
（
松
之
山
・
中
道
）

高
橋
公
太
郎
㈹
（
中
尾
・
孫
院
）

佐
藤
　
ト
ク
幽
（
天
水
越
・
池
田
屋
）

和
久
井
佳
幸
⑯
（
水
梨
・
三
枚
田
）

早
川
　
キ
ミ
σ
の
（
豊
田
・
川
端
）

佐
藤
　
シ
モ
團
（
天
水
越
・
中
段
）

滝
沢
　
タ
ッ
㈹
（
〃
孫
ぜ
ん
）

相
沢
　
良
栄
團
（
新
山
・
糀
屋
）

佐
藤
　
サ
ヨ
團
（
天
水
越
・
儀
善
）

小
野
塚
ナ
オ
㈲
（
中
坪
・
上
向
前
）

　
ガ
ン
は
無
症
状
の
う
ち
に
芽
生
え

ま
す
．
と
く
に
胃
、
子
宮
は
年
】
回

検
診
を
受
け
て
、
安
心
し
ま
し
ょ
う

　
次
の
よ
う
な
症
状
が
あ
っ
た
ら
、

す
ぐ
専
門
医
に
診
て
も
ら
い
ま
し
ょ

・
つ
。胃

…
…
胃
の
具
合
が
悪
く
、
食
欲
が

　
　
な
く
、
好
み
が
変
ら
な
い
か
。

子
宮
…
…
お
り
も
の
や
、
不
正
出
血

　
　
は
な
い
か
。

乳
…
…
乳
房
の
中
に
し
こ
り
が
な
い

　
　
か
。

食
道
…
…
飲
み
こ
む
と
き
に
、
つ
か

　
　
え
る
こ
と
が
な
い
か
。

大
腸
・
直
腸
…
…
便
に
、
血
や
粘
液

　
　
が
混
っ
た
り
し
な
い
か
。

肺
・
喉
頭
…
…
セ
キ
が
続
い
た
り
、

　
　
タ
ン
に
血
が
混
ら
な
い
か
。

舌
・
皮
膚
…
…
治
り
に
く
い
カ
イ
ヨ

　
　
ウ
が
な
い
か
。

ジ
ン
臓
・
ボ
ウ
コ
ゥ
・
前
立
せ
ん
…

　
　
尿
の
出
が
悪
か
っ
た
り
、
血
が

　
　
混
っ
た
り
し
な
い
か
。

嚢

毒

　　　　　　　　2
　　　　　羅　　◎驚

　　　　欝　　癖　麟鰻

懸

　
騒
鱗
　
　
　
　
　
襲

　
　
　
　

嚢
醸
覇
　

嚢

懸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鐵　　　　　　　　　　　　　　　　　　馨　　　　　　　　　　　　　　　　　購
　　　　　　　　　　　　　　　　議　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　　藁　　　　　　　　　　　　　縦　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　鑛　　　　　　　　欝　　　　　　　灘　　　　　鞭　　　難灘羅

㎜
鑛
灘

鞭

灘
灘
鰭
溝
鑑
盤
着
髄

　
　
繍
騰
謬
懸
離
膿
鶏
麟
騨
灘
盤
難
懸
縫
蟻
鞭
灘
鶏
閣
難
懸
雛
雛
蘇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
懸
羅
灘
鐵
羅
麟
雛
雛
婚

　
　
磯
纏
鋸
繊
麟
，
難
糠
雛
霧
灘
織
羅
難
趨
議
灘
羅
襯
灘
㈱
雛
毒

．
鑛
曝
灘
．
鱗
禦
轍
灘
難
麟
鐵
鎌
羅
麟
繋
騰
難
懸
難
灘
顯
鍛
灘
灘

　
繊
σ
、
、

　
　
鎌
鰍
織
欄
、
心
繋
鰻
欝
恥
浦
織
鱗
療
辮
購
縫
萎
難
纒
霧
鍵
雛
灘
欝
購
羅
難

　
鑛
雛
麟
鱒
澗
灘
懸
欝
灘
磯
鱗
蕪
織
獲
難
馨
縷
難
叢
叢
灘
鑛
灘
鱗
難

　
郷
遷
腰
騨
．
馨
鋤
縷
雛
雛
購
灘
灘
墜
灘
灘
灘
灘
舞
繊
難

　
　
鑛
議
灘
搬
繍
縫
辮
懇
海
欝
濃
毅
懸
灘
懲
欝
懇
雛
繋
難
懸
轍

　
譲
灘
纏
驚
辮
叢
搬
懇
叢
饗
　
簸
轟
麟
慧
叢
叢
鱗
懸
繋
縦
難
灘
難
蕪
欝

、
簸
鱒
犠
　
簗
叢
鞭
難
灘
鐵
難

　蓑
鐵

　　　　　　　騒鍛

　　　　　難　鍵灘
鰻

　　　　難
　　灘　襲　鍵

嚢
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一遡睡欝決算の歳入構成比で

7
D
c

ぢ7

　
九
月
の
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
昭
和
五
十
四
年
度
の
町
一
般
会
計
と

国
保
、
簡
水
の
各
特
別
会
計
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
予
算
は
青
写
真
と
呼
ば
れ
る
の
に
比
べ
、
決
算
は
成
果
そ
の
も
の
で
、

5
3
0
0
町
民
の
家
計
簿
で
も
あ
る
わ
け
で
す
。

　
町
の
ぶ
と
こ
ろ
具
合
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
1
昭
和
五
十
四
年
度

決
算
に
つ
い
て
、
私
た
ち
は
税
金
を
い
く
ら
納
め
た
の
か
・
そ
の
税
金
は

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
な
ど
、
漢
字
と
数
字
ば
か
り
を
並
べ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
”
こ
紹
介
い
た
し
ま
す
。

税民

たばこ消費税

　12．2％

1，444万円

税
％

湯
2
　
　
落

聡
欝
聴

万
そ
6
5

　
3
　
　
　
8

　
0

　
6

税　
ー
億
1
、
8
i
8
万
円

町

100％

資産税定

町

5，060万円

　　42．8％

固

32．5％3，846万円

　　　　　　　　　　　　　　　その他
　　　　　　　　　　　　　　1億6895円

＆嘲8綿葱嚥
　　　　　　　、も》　 1億66・・万円◎83％

9億869、万円

12億

No．68　””ll”“ll川1川1

願94．3％

　町税’
1億18r8万円

　5．7％　ノ

地欝交付税

8億5，292万円

【3】”””1”1””””ll”””ll”II””””II”“”II”Illl”IIllIIll”””IIllllll”1”””II”””1””llllll”””II“Illl”1”””””1””Ill”II””ll”広報まつのやま

40，9％

他力本

その他

3億6，癬6霧円

　　梓．6％

歳入の
内訳

　20
　億
　8
　4
　7
　8

　万
　円

辺oち

　町　　債

4億2，2⑳万円

20、3％

　県灘封金

3億2，272茨網

　15．5％

町税の伸び13．8％

　　　しかし・

　歳入は予算額（21億2，089万円）に対し、98．3％を確

保することができました。

　前年度（53年度）に比べ、総額で2億6，786万円、14

．7％の増加で、主なものは国からの補助金が62．4％、交

付金（地方譲与税）が41．7％、それからあなたから頂い

た町税も13．8％それぞ』れ伸びました。

　補助金が増えたのは、大型補助事業を行ったためであ

り、これに伴い、借入金（町債）も38．8％膨らむ結果と

なりました。

　全体の構成割合では、自主財源（町が自主的に収入で

きる財源）が9．2％、依存財源（国県の意志によって決

められた額を交付、割当てられる）が90．8％となって、

前年に比べ2．1％も自主財源が減る結果となりました。

一それだけ国県に頼らないと町政が行えない、という

ことです。自主財源の代表格である町税が横ばい（構成

比で見た場合）の下で、年々大型事業を導入していくた

めには、借入金が増える（3．6％増で20．3％）のもやむ

を得ないことかも知れません。

麗
臨
盟
懸
類
麗
語
醐
醐
離
麗
盟
墜

（単位円）

ともにうれしい結果が…・…

　　　　　　　～昭和54特別会計一

鱗
難
離
霧

政府資金
竣

漣省

．蕊
　　　23．25％

国
保
会
計

勘定名 歳　　入 歳　　出 差引残高

国　保 354，481，506 332，236，634 22，244，872

松之山 185，040，132 184，618，119 422，013

浦　田 28，081，163 27，431，879 649，284

騰
繋

　
　
轟

簸

簡水会計

歳　　入 歳　　出 差引残高

92，159，858 91，936，739 223，119

財
政
用
語

ひ
と
く
ち
か
い
せ
つ

地
方
交
付
税

　
国
税
の
う
ち
所
得
税
、
法
人
税
そ

れ
に
酒
税
収
入
の
三
二
％
を
一
定
の

基
準
（
町
の
貧
富
具
合
）
に
よ
り
算

出
し
、
国
が
交
付
し
て
く
れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
は
①
普
通
交
付
税
と
②
特

別
地
方
交
付
税
の
二
つ
が
あ
り
、
性

格
と
し
て
財
源
保
障
と
財
源
調
整
の

役
割
を
持
つ
制
度
で
す
。

　
二
つ
の
交
付
割
合
は
①
が
九
四
％

②
が
六
％
と
い
う
目
安
に
な
っ
て
お

り
、
共
通
し
た
特
徴
は
町
税
と
同
じ

く
、
使
い
道
に
特
別
な
制
約
が
な
い

「
一
般
財
源
」
と
し
て
、
町
財
政
を

潤
わ
せ
て
く
れ
る
も
の
で
す
。

国
県
支
出
金

　
こ
れ
は
大
別
し
て
①
負
担
金
②
補

助
金
③
委
託
金
の
三
つ
が
あ
り
ま
す

　
負
担
金
は
町
が
行
う
事
務
の
う
ち

国
や
県
が
、
町
と
共
同
責
任
を
持
つ

事
務
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
負
担

割
合
に
よ
り
そ
の
経
費
を
負
担
し
合

う
「
割
り
勘
的
要
素
」
を
持
っ
て
い

ま
す
。

　
例
え
ば
老
人
医
療
費
、
児
童
手
当

小
中
学
校
の
教
材
費
な
ど
で
す
。

　
補
助
金
は
、
町
が
行
う
特
定
の
事

務
、
事
業
に
対
し
て
国
や
県
が
そ
れ

ら
を
奨
励
す
る
と
き
、
ま
た
は
町
が

財
政
上
特
別
に
必
要
と
し
た
と
き
援

助
す
る
、
と
い
う
「
奨
励
要
素
」
と
「
財

政
援
助
」
の
二
つ
の
性
格
を
持
っ
て

い
ま
す
。

　
委
託
金
は
、
本
来
国
や
県
が
自
ら

行
う
べ
き
事
務
を
、
町
に
行
わ
せ
た

方
が
、
よ
り
効
果
的
で
あ
る
場
合
に

そ
の
費
用
を
町
に
交
付
し
て
く
る
も

の
で
す
。

　
例
え
ば
国
民
年
金
事
務
費
、
選
挙

の
投
開
票
事
務
費
な
ど
で
す
。

町
債

　
借
入
金
の
中
に
は
二
つ
あ
り
、
二

年
以
上
に
わ
た
り
債
務
を
負
う
も
の

（
長
期
債
）
と
一
年
度
限
り
の
借
入
金

（
短
期
債
と
か
一
時
借
入
金
と
い
う
）

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
町
債
と

呼
ば
れ
る
の
は
長
期
債
の
こ
と
で
す

　
し
か
し
、
い
ず
れ
も
そ
の
内
容
に

つ
い
て
、
議
会
の
議
決
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
長
期
債
は
、
町
が
あ
る
事
業

を
行
お
う
と
す
る
と
き
に
財
源
難
で

あ
る
場
合
、
特
殊
な
機
関
か
ら
資
金

を
集
め
、
一
定
の
約
束
の
も
と
に
将

来
税
そ
の
他
の
収
入
で
返
済
す
る
義

務
を
負
う
も
の
で
す
。

　
町
が
行
う
事
業
の
大
半
は
、
こ
れ

を
財
源
に
利
用
し
て
い
ま
す
。
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・
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難
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一遡睡欝決算の歳入構成比で

7
D
c

ぢ7

　
九
月
の
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
昭
和
五
十
四
年
度
の
町
一
般
会
計
と

国
保
、
簡
水
の
各
特
別
会
計
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
予
算
は
青
写
真
と
呼
ば
れ
る
の
に
比
べ
、
決
算
は
成
果
そ
の
も
の
で
、

5
3
0
0
町
民
の
家
計
簿
で
も
あ
る
わ
け
で
す
。

　
町
の
ぶ
と
こ
ろ
具
合
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
1
昭
和
五
十
四
年
度

決
算
に
つ
い
て
、
私
た
ち
は
税
金
を
い
く
ら
納
め
た
の
か
・
そ
の
税
金
は

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
な
ど
、
漢
字
と
数
字
ば
か
り
を
並
べ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
”
こ
紹
介
い
た
し
ま
す
。

税民

たばこ消費税

　12．2％

1，444万円

税
％

湯
2
　
　
落

聡
欝
聴

万
そ
6
5

　
3
　
　
　
8

　
0

　
6

税　
ー
億
1
、
8
i
8
万
円

町

100％

資産税定

町

5，060万円

　　42．8％

固

32．5％3，846万円

　　　　　　　　　　　　　　　その他
　　　　　　　　　　　　　　1億6895円

＆嘲8綿葱嚥
　　　　　　　、も》　 1億66・・万円◎83％

9億869、万円

12億

No．68　””ll”“ll川1川1

願94．3％

　町税’
1億18r8万円

　5．7％　ノ

地欝交付税

8億5，292万円
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40，9％

他力本

その他

3億6，癬6霧円

　　梓．6％

歳入の
内訳

　20
　億
　8
　4
　7
　8

　万
　円

辺oち

　町　　債

4億2，2⑳万円

20、3％

　県灘封金

3億2，272茨網

　15．5％

町税の伸び13．8％

　　　しかし・

　歳入は予算額（21億2，089万円）に対し、98．3％を確

保することができました。

　前年度（53年度）に比べ、総額で2億6，786万円、14

．7％の増加で、主なものは国からの補助金が62．4％、交

付金（地方譲与税）が41．7％、それからあなたから頂い

た町税も13．8％それぞ』れ伸びました。

　補助金が増えたのは、大型補助事業を行ったためであ

り、これに伴い、借入金（町債）も38．8％膨らむ結果と

なりました。

　全体の構成割合では、自主財源（町が自主的に収入で

きる財源）が9．2％、依存財源（国県の意志によって決

められた額を交付、割当てられる）が90．8％となって、

前年に比べ2．1％も自主財源が減る結果となりました。

一それだけ国県に頼らないと町政が行えない、という

ことです。自主財源の代表格である町税が横ばい（構成

比で見た場合）の下で、年々大型事業を導入していくた

めには、借入金が増える（3．6％増で20．3％）のもやむ

を得ないことかも知れません。

麗
臨
盟
懸
類
麗
語
醐
醐
離
麗
盟
墜

（単位円）

ともにうれしい結果が…・…

　　　　　　　～昭和54特別会計一

鱗
難
離
霧

政府資金
竣

漣省

．蕊
　　　23．25％

国
保
会
計

勘定名 歳　　入 歳　　出 差引残高

国　保 354，481，506 332，236，634 22，244，872

松之山 185，040，132 184，618，119 422，013

浦　田 28，081，163 27，431，879 649，284

騰
繋

　
　
轟

簸

簡水会計

歳　　入 歳　　出 差引残高

92，159，858 91，936，739 223，119

財
政
用
語

ひ
と
く
ち
か
い
せ
つ

地
方
交
付
税

　
国
税
の
う
ち
所
得
税
、
法
人
税
そ

れ
に
酒
税
収
入
の
三
二
％
を
一
定
の

基
準
（
町
の
貧
富
具
合
）
に
よ
り
算

出
し
、
国
が
交
付
し
て
く
れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
は
①
普
通
交
付
税
と
②
特

別
地
方
交
付
税
の
二
つ
が
あ
り
、
性

格
と
し
て
財
源
保
障
と
財
源
調
整
の

役
割
を
持
つ
制
度
で
す
。

　
二
つ
の
交
付
割
合
は
①
が
九
四
％

②
が
六
％
と
い
う
目
安
に
な
っ
て
お

り
、
共
通
し
た
特
徴
は
町
税
と
同
じ

く
、
使
い
道
に
特
別
な
制
約
が
な
い

「
一
般
財
源
」
と
し
て
、
町
財
政
を

潤
わ
せ
て
く
れ
る
も
の
で
す
。

国
県
支
出
金

　
こ
れ
は
大
別
し
て
①
負
担
金
②
補

助
金
③
委
託
金
の
三
つ
が
あ
り
ま
す

　
負
担
金
は
町
が
行
う
事
務
の
う
ち

国
や
県
が
、
町
と
共
同
責
任
を
持
つ

事
務
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
負
担

割
合
に
よ
り
そ
の
経
費
を
負
担
し
合

う
「
割
り
勘
的
要
素
」
を
持
っ
て
い

ま
す
。

　
例
え
ば
老
人
医
療
費
、
児
童
手
当

小
中
学
校
の
教
材
費
な
ど
で
す
。

　
補
助
金
は
、
町
が
行
う
特
定
の
事

務
、
事
業
に
対
し
て
国
や
県
が
そ
れ

ら
を
奨
励
す
る
と
き
、
ま
た
は
町
が

財
政
上
特
別
に
必
要
と
し
た
と
き
援

助
す
る
、
と
い
う
「
奨
励
要
素
」
と
「
財

政
援
助
」
の
二
つ
の
性
格
を
持
っ
て

い
ま
す
。

　
委
託
金
は
、
本
来
国
や
県
が
自
ら

行
う
べ
き
事
務
を
、
町
に
行
わ
せ
た

方
が
、
よ
り
効
果
的
で
あ
る
場
合
に

そ
の
費
用
を
町
に
交
付
し
て
く
る
も

の
で
す
。

　
例
え
ば
国
民
年
金
事
務
費
、
選
挙

の
投
開
票
事
務
費
な
ど
で
す
。
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限
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あ
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し
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の
内
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に
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議
会
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が
必
要
と
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す
。

　
な
お
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期
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は
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が
あ
る
事
業

を
行
お
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と
す
る
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に
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で

あ
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合
、
特
殊
な
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関
か
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資
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を
集
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、
一
定
の
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束
の
も
と
に
将

来
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そ
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他
の
収
入
で
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す
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務
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負
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で
す
。
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業
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。
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響

借金の返済だけ
　　　　　ちょっぴり

　　　　　　　　増カロ・…　。・0．5％

　歳出は予算額（21億2，089万円）の95．3％

　を消化いたしました。

　前年度に比べ、総額で2億5，663万円、14

－
．

5％増えました。

　主な事業は別記のとおりですが、中でも倍
P
近 い186％も伸びた教育費では、町民体育館

新築、三省小の屋体改築を含んでいます。

　　また、衛生費では特別会計（国保、簡水）の繰

、出金のほカ、津南町など4か町村で運営しているさ

み・し尿処理施設の負担金が含まれています。

　一方、その伸びが落ちこんだ農林水産事業

費（18．7％減）では、自然休養村事業、東山

の農道などが、また商工費（30．6％減）では

温泉の配湯管交換とそれぞれ大型事業が終了

　したことによります。

　しかし、その反面ミニ総パ、集落センター

の建設はじめ産業振興の諸事業と新たに取組

Fみ、その発展に努めてきました。

　　どのような経費に、どれぐらい使ったのか“

一性質別に見たのが4頁のグラフです。

　消費的な経費のうち、借入金の返済に充て

た経費が0．5％増えたほかは、軒並みに減ら

すことができました。（合計で2．7％減）一

その分がいろいろな建設事業に充てることが

・できました。

　その経費が合計で52．2％を占め、半分以上

が「町の発展」に使われたことになります。

　それでは一般財源（使い途に制約を受けな

い財源で、例えば町税、地方交付税など）が

，義務的経費（人件費、公債費など）にどれだ

け充てなければならないか一これを「経常

、収支比率」といいます。　（下記参照）

　51年度に84．9％、正にパンク寸前の状態か

らその後わずかながら下降線をたどって、よ

うやく80％台を割ることができました。

￥

昨年に比べると

昭和54年痩

歳出合計回．5％

膿会費3．4％

”1”””Ill川II川

公債費21．3％

昭和53隼痩

総務費△3．9％

　　　労働費商工費
　　　△け．7％△30．6％

農林水産巣賢

△18．7％

礎費　
消防費ロ．9％ 土木賢6．3％

民生費5．3％

衛生費　 33．1％

　その他
2億6，085万円

　　　　　12．9％公債賛

1億7，837万円

8．8％

農林水産業賛

4億5，027万円

　　　　　　　　合　計
民生費
1億9，883万円　20億2・098万円

9．8％　　　　100％

　　総務費

2億729万円

円．3％　　　　土木賛

　　　　3億1，911万円

　　　　　　15．8％

22．3％

　教育費

4億626万円

パンクのめやす
　　　　　・…経常収支比率・…
　町村のふところ具合の弾力性を測る比率と

　して使われています。

季　この比率はおおむね70～80％なのが普通と

　され、80％を超えると、危険状態にあると言

われています。

20．1％

お　も　な

目
的
別
割
合
は

農林水産業・商工　〉自然休養村運営費831万円》水田利用再編

対策事業876万円レ地域農業推進対策事業1，721万円〉県営林道

開設分担金1，297万円レ第二次林構事業補助金767万円〉森林総

合利用促進事業3，741万円〉林道開設・舗装事業6，044万円〉県

営松里かん排事業負担金720万円〉農村基盤総合整備事業1，833

万円〉団体営ホ場整備事業9，034万円レ団体営地すべり関連ホ場

整備事業3，057万円〉県単農業生産基盤整備事業　民生・保健衛

生　〉国保特別会計繰出金600万円レ松之山診療所繰出金600万

円レ児童手当支給952万円レ常設保育所運営費3，192万円レヘき
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顔＼￥ましπは20億≧・98万円勧……蛮出甜

　　　　；引くことの9イ意6メ610万円て♪は…・・梢顧径耗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ
　　　　　　　　　　　　　lOl愈塑ゆ　　墨雛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

　　　　　　　　　　　　　　ζ魂設事鞠淑鈴　鐘

　　　g　J　でも
　　　　　　　　　より・つ仁じヤ

　　　　　　　　　　　な、・？

経

、叢、

駒
、

卿

毅i1

普通建設事業費

9億9，080万円
　　　　49．0％

　　　　　消
　　　　　　　　　　費　　　性

雄嚢　　　　的　　質
蹴β鰯離　　経別醸鵜羅、灘難

　　　　　　　灘難職、…　費に

　　　　　　　　　　纏鍵　　　　分

　　　　　翻糠　　　　　9　け
　　　　　　　灘難6評まあ
　　　　　　　　　　　　　　　　ol　す　　創

④懸騨　円万と1　　　　　　　47．8％
蒙繋蕪灘鑛1

①補助費など1億952万円5．4％

②扶助費5，895万円2．9％

②その他9，229万円4，　4．6％

④災害復旧事業費6，408万円3．2％

使　い　み　ち

熱
靭
／

建
藪
事
業
R

／
使
そ
い
る
ん
κ
躯

●

乙

地保育所運営費1，079万円〉浦田常設保育所建設事業費6，587万円〉老人医療費無料給付4，183万円〉老人生きが

い対策推進事業451万円〉胃・循環器など検査及びX線撮影委託料436万円　教育・文化レ小中校教材購入1，337万

円》高校寄宿舎屋根ふきかえ工事150万円〉東川小グランド整備工事690万円〉三省小屋体改築事業8，171万円〉

松之山中スクールバス運行委託料413万円〉町民体育館建設事業1億7，742万円　土木・消防　》町道台帳作成委

託料310万円〉町道維持修繕工事2，070万円〉町道改良・舗装工事1億9，697万円〉国・県道改良舗装事業負担金

1，437万円レナダレ防止対策事業1，146万円〉上越地区広域消防事務組合負担金3，601万円〉防火水槽等設置工事

1，247万円　その他　レ冬期集落保安要員設置費1，223万円〉基礎集落圏防雪体制整備事業3，924万円〉簡水特別

会計繰出金900万円〉津南地域衛生施設組合負担金1，287万円〉集落開発センター建設事業1，149万円レ冬期除雪

等建設機械運営費2，235万円
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　を消化いたしました。

　前年度に比べ、総額で2億5，663万円、14

－
．

5％増えました。

　主な事業は別記のとおりですが、中でも倍
P
近 い186％も伸びた教育費では、町民体育館

新築、三省小の屋体改築を含んでいます。

　　また、衛生費では特別会計（国保、簡水）の繰

、出金のほカ、津南町など4か町村で運営しているさ

み・し尿処理施設の負担金が含まれています。

　一方、その伸びが落ちこんだ農林水産事業

費（18．7％減）では、自然休養村事業、東山

の農道などが、また商工費（30．6％減）では

温泉の配湯管交換とそれぞれ大型事業が終了

　したことによります。

　しかし、その反面ミニ総パ、集落センター

の建設はじめ産業振興の諸事業と新たに取組

Fみ、その発展に努めてきました。

　　どのような経費に、どれぐらい使ったのか“

一性質別に見たのが4頁のグラフです。

　消費的な経費のうち、借入金の返済に充て

た経費が0．5％増えたほかは、軒並みに減ら

すことができました。（合計で2．7％減）一

その分がいろいろな建設事業に充てることが

・できました。

　その経費が合計で52．2％を占め、半分以上

が「町の発展」に使われたことになります。

　それでは一般財源（使い途に制約を受けな

い財源で、例えば町税、地方交付税など）が

，義務的経費（人件費、公債費など）にどれだ

け充てなければならないか一これを「経常

、収支比率」といいます。　（下記参照）

　51年度に84．9％、正にパンク寸前の状態か

らその後わずかながら下降線をたどって、よ

うやく80％台を割ることができました。

￥

昨年に比べると

昭和54年痩

歳出合計回．5％

膿会費3．4％

”1”””Ill川II川

公債費21．3％

昭和53隼痩

総務費△3．9％

　　　労働費商工費
　　　△け．7％△30．6％

農林水産巣賢

△18．7％

礎費　
消防費ロ．9％ 土木賢6．3％

民生費5．3％

衛生費　 33．1％

　その他
2億6，085万円

　　　　　12．9％公債賛

1億7，837万円

8．8％

農林水産業賛

4億5，027万円

　　　　　　　　合　計
民生費
1億9，883万円　20億2・098万円

9．8％　　　　100％

　　総務費

2億729万円

円．3％　　　　土木賛

　　　　3億1，911万円

　　　　　　15．8％

22．3％

　教育費

4億626万円

パンクのめやす
　　　　　・…経常収支比率・…
　町村のふところ具合の弾力性を測る比率と

　して使われています。

季　この比率はおおむね70～80％なのが普通と

　され、80％を超えると、危険状態にあると言

われています。

20．1％

お　も　な

目
的
別
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合
は

農林水産業・商工　〉自然休養村運営費831万円》水田利用再編

対策事業876万円レ地域農業推進対策事業1，721万円〉県営林道

開設分担金1，297万円レ第二次林構事業補助金767万円〉森林総

合利用促進事業3，741万円〉林道開設・舗装事業6，044万円〉県

営松里かん排事業負担金720万円〉農村基盤総合整備事業1，833

万円〉団体営ホ場整備事業9，034万円レ団体営地すべり関連ホ場

整備事業3，057万円〉県単農業生産基盤整備事業　民生・保健衛

生　〉国保特別会計繰出金600万円レ松之山診療所繰出金600万

円レ児童手当支給952万円レ常設保育所運営費3，192万円レヘき
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顔＼￥ましπは20億≧・98万円勧……蛮出甜

　　　　；引くことの9イ意6メ610万円て♪は…・・梢顧径耗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ
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経
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駒
、

卿

毅i1

普通建設事業費

9億9，080万円
　　　　49．0％

　　　　　消
　　　　　　　　　　費　　　性

雄嚢　　　　的　　質
蹴β鰯離　　経別醸鵜羅、灘難

　　　　　　　灘難職、…　費に

　　　　　　　　　　纏鍵　　　　分

　　　　　翻糠　　　　　9　け
　　　　　　　灘難6評まあ
　　　　　　　　　　　　　　　　ol　す　　創

④懸騨　円万と1　　　　　　　47．8％
蒙繋蕪灘鑛1

①補助費など1億952万円5．4％

②扶助費5，895万円2．9％

②その他9，229万円4，　4．6％

④災害復旧事業費6，408万円3．2％

使　い　み　ち
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●

乙

地保育所運営費1，079万円〉浦田常設保育所建設事業費6，587万円〉老人医療費無料給付4，183万円〉老人生きが

い対策推進事業451万円〉胃・循環器など検査及びX線撮影委託料436万円　教育・文化レ小中校教材購入1，337万

円》高校寄宿舎屋根ふきかえ工事150万円〉東川小グランド整備工事690万円〉三省小屋体改築事業8，171万円〉

松之山中スクールバス運行委託料413万円〉町民体育館建設事業1億7，742万円　土木・消防　》町道台帳作成委

託料310万円〉町道維持修繕工事2，070万円〉町道改良・舗装工事1億9，697万円〉国・県道改良舗装事業負担金

1，437万円レナダレ防止対策事業1，146万円〉上越地区広域消防事務組合負担金3，601万円〉防火水槽等設置工事

1，247万円　その他　レ冬期集落保安要員設置費1，223万円〉基礎集落圏防雪体制整備事業3，924万円〉簡水特別

会計繰出金900万円〉津南地域衛生施設組合負担金1，287万円〉集落開発センター建設事業1，149万円レ冬期除雪

等建設機械運営費2，235万円
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溝
ぽ
　
鎌
麟
醜
き
、

慧
懸
懸
難
懇
鱒
羅
．
髭
購
獅
毒
騰
縷
議

…
－
、
鞍
灘
p
購
懸
灘

　
　
　
織
灘
礫
鐵
懸
鐵
…

　
灘
灘
灘
鞍
難
難
難
灘
懸
難
難
譲
灘

，
懇
灘
難
難
㎜
灘
覇
離
鑛
蝶
．
鞍
織
欝

叢
騰
薬
購
灘
藥
惑
㎜
灘
灘
畿
鐵
叢

『
欝
．
灘
灘
雛
雛
鞭
篠
雛
醗
諜
難
難
掘

慧
雛
欝
馨
難
叢
臓
鞍
礫
難
錺
騰
鐡

灘
羅
．
購
難
欝

、
、
懸
灘
幾
鱗
織
蕪
難
　
蓬
鱗
肇
鶴
糞
難

糞灘轍難礫雛毅霧糠嚢鰻翻懸灘癒垂鱒纐蘇嶽
懸難簸繧懇、簸嫉醗麟灘蝶戴薙灘業、蕪麟蘇灘驚め
鰹業雛霧蟹畷お毒．

莚羅i鑛灘鎌藝

畿
馬
繋
騰
灘
謹
鰭
屡
懸
雛
雛
垂
翁
欝
繋
鋸
雛
灘
遜
霧
簾
惹
脳
難
欝
懸
鐵
叢
鞍
縷
　
難
灘

鐡
馨
繊
懇
鞭
灘
懸
雛
遜
獲
難
雛
霧
灘
欝
　
難
雛
鐡
導
　
鱒
嚢
織
難
難
騰
縫
雛
蓮
難
懸
韓

灘

　雛繊

｝

擬
糠
鍛
藤
給
鑑
麟
糠
簸
織
織
難

　
　
難
欝
驚
嫌
鍵
織
繕
　
灘
襯
霧
鑑
叢

　
馨
．
麟
薮
磁
懸
働
懸
轟
無
顯
鵜
義
灘

　
鍛
灘
．
騰
踏
嬢
灘
鎧
鱗
麟
麟
叢
欝
欝

、
覇
蕪
購
畿
雛
麟
鑛
畷
欝
灘
織
難
購

　
灘
雛
灘
叢
鎧
鍵
鞭
鑛
繊
鋸
溝
鑑
彗
馨

　
毯
，
難

　
　
欝
欝
撚
叢
襲
懇
耀
濃
鑛
麟
霧
灘
灘

　
雛
鞭
識
灘
難
欝
獲
　
鍵
櫨
攣
灘
難
繊

　
議
　
灘
灘
懇
鐡
難
懇
灘
難
雛
獺
顯
灘

　
葬
繊
鰻
灘
箋
饗
難
譲

　
　
蒙
譲
嶺
鱗
蘂
麟
灘
懸
鰯
叢
隷
欝

　
糊
鐡
雛
螺
灘
　
雛
難
纏
繕
螺
鱗
灘

　
灘
難
欝
妻
繍
灘
謙
翁
懸
嚢
嚢
畿
繋
議

　
鐡
鞭

襲
縫
繋
騒
繋

　
灘
鍵
麟
薫
難
叢
灘
驚
嚢
嚢
灘
畿
繊
灘

　
雛
灘
騰
綴
灘
鑛
灘
蓬
灘
顯
雛
藝
　
灘

　
灘
織
難
灘
趨
麟
難
難
灘
鞭
灘
難
饗

　
灘
鑛
灘
繋
灘

　
　
樵
繊
雛
難
簸
欝
蕪
難
灘
雛
鐡
灘
雛

　
灘
欝
難
㎜
繊
欝
舞
議
繊
　
　
欄
嬢
襲
嚢
縷

　
難
灘
灘
纂
　
讐
搬
鰍
叢
雛
麟
難
椴

　
　
難
難
懲
幾
灘
雛
肇
灘
灘
蒙
　
灘
繊

　
雛
撚
鑛
蘇
難
驚
灘
幾
欝
縷
雛
鞭
購

、
霧
難
撫
繍
灘
灘
鐵
難
聾
鱗
舞
購
顯
藻

　
議
難
嚢
縫
蕪

　
　
灘
雛
繊
鍛
難
難
雛
灘
灘
糠
嚢
難
灘

　
懸
縷
㎜
鑓
醸
雛
難
灘
織
難
欝
鱗
繊
鞭
鱗

綴
鑛
灘
鐵
灘
灘
灘
灘
灘
灘

難
繍
雛
鱗
織
叢
簗
態
雛
灘
灘
灘
鞭

騰
朧
灘
騰
難
灘
雛
．
　
　
　
鑓
懸

灘
轟
譲
轟
羅
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〔
笠

おも熔

ぎあん

9月定例会で決定

轡
算
　
　
　
算

決
昭
定
予
昭
補

○昭和54年度松之山町決算の認

　定について

○昭和55年度松之山町一般会計

　補正予算（第3回）

○同上国民健康保険特別
　会計補正予算（第2回）

○　同　上　簡易水道事業特別

　会計補正予算（第2回）

条例　改正
○松之山町国民健康保険税条例

　の一部を改正する条例の制定

　について

○松之山町印かん条例の全部を

　改正する条例の制定について

○松之山町立小学校設置条例の

　一部を改正する条例の制定に

　ついて

　そ　の　他

○小学校の統合について

○町道の認定がえについて

○新潟県町村人事事務組合を組

　織する地方公共団体の数の増

　加及び規約の変更について

人　事

○松之山町選挙管理委員会委員

　及び同補充員の選挙について

o松之山町教育委員の同意につ

　いて

○松之山町固定資産評価審査委

　員会委員の同意について

議員提出議員

⊃道路財源の他目的転用に関す

　る反対意見書の提出について

　
町
議
会
九
月
定
例
会
は
二
十
六
日
招
集
さ
れ
、
昭
和
五
十
四
年
度
町
一

般
会
計
決
算
な
ど
十
議
案
を
可
決
し
た
ほ
か
、
選
挙
管
理
委
員
な
ど
三
委

員
会
委
員
の
人
選
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
決
算
認
定
に
先
立
ち
、
和
久
井
町
監
査
委
員
が
監
査
意
見
と
し
て

「
一
般
、
国
保
、
簡
水
の
各
会
計
は
歳
入
歳
出
済
額
そ
れ
ぞ
れ
正
確
で
あ

り
、
適
正
に
予
算
が
執
行
さ
れ
て
い
た
」
旨
の
報
告
が
あ
り
、
質
疑
に
入

り
ま
し
た
。
　
（
決
算
の
内
容
は
、
2
～
5
頁
の
と
お
り
）

　
一
般
質
問
に
は
、
四
人
の
議
員
が
立
ち
、
去
る
五
十
一
年
の
被
害
を
上

回
る
、
と
も
い
わ
れ
た
農
作
物
の
冷
害
間
題
な
ど
に
ふ
れ
ま
し
た
。

　
可
決
し
た
事
件
を
抜
す
い
し
て
、
そ
の
内
容
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
澗
ラ
ン
眠
建
設
に
向
け
出
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
　
　
　
ま
ず
用
地
買
収
2
5
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
◇
55
一
般
会
計
補
正
予
算
◇

　
こ
と
し
三
回
目
の
補
正
で
、
そ
の
　
　
り
で
す
。

額
は
三
千
七
百
四
＋
九
万
八
千
円
で
　
　
　
な
お
、

す
。

主
な
要
因
は
、
地
方
交
付
税
が
三

干
六
百
三
十
五
万
二
千
円
追
加
交
付

さ
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、

そ
れ
に
伴
う
歳
出
具
合
は
次
の
と
お

　
　
　
こ
れ
と
は
別
に
森
林
組
合

が
こ
と
し
が
ら
八
十
四
年
度
ま
で
の

三
十
年
間
、
農
林
漁
業
金
融
公
庫
か

ら
借
入
れ
る
五
百
八
十
一
万
三
千
円

の
元
利
に
対
す
る
損
失
補
償
も
併
せ

て
可
決
し
ま
し
た
。

▽
忠
魂
山
（
松
之
山
）
へ
の
遊
歩
道

と
そ
の
下
に
テ
ニ
ス
コ
i
卜
造
成
の

測
量
を
し
ま
す
。
　
　
二
〇
〇
万
円

▽
十
五
人
乗
り
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
と

軽
貨
物
自
動
車
を
購
入
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
二
二
五
万
円

▽
渡
り
廊
下
（
庁
舎
と
商
工
会
、
森

林
組
合
事
務
所
）
の
建
築
工
事
を
中

止
し
ま
し
た
。
　
　
△
三
〇
〇
万
円

▽
町
民
グ
ラ
ン
ド
用
地
（
予
定
地
）

を
購
入
し
ま
す
。
　
｝
、
二
五
三
万
円

▽
同
右
内
の
立
木
補
償
料
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
万
円

▽
印
か
ん
登
録
事
務
を
改
正
し
、
台

帳
や
手
帳
を
購
入
し
ま
す
六
四
万
円

▽
庁
用
備
品
と
し
て
、
謄
写
フ
ァ
ッ

ク
ス
と
輪
転
印
刷
機
を
購
入
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
万
円

▽
国
勢
調
査
の
実
施
に
よ
り
、
臨
時

職
員
を
雇
用
し
ま
す
。
　
一
〇
万
円

▽
松
里
保
育
所
の
「
水
あ
そ
び
場
」

を
直
営
工
事
で
行
い
、
工
事
請
負
費

を
減
額
し
ま
し
た
。
　
△
四
〇
万
円

▽
黒
倉
地
区
に
簡
易
水
道
の
計
画
を

し
、
測
量
し
ま
す
。
　
　
九
万
円
＼

して、楮の加工場を松里保育所の上に建設します。970万円》町営住宅予定地の地質調査を行

います。75万円〉湯之島、光間各地内の町道を救農土木事業で舗装します。　湯之島休場線L

二315m、松之山光間線L＝151m。》松之山地区スキー場（兎口への登坂）を造成します。

209万円　歳　入　レ特別地方交付税交付金1，500万円レ自治宝くじ助成金160万円〉町債（町

道舗装分）1，050万円　工事請負の変更契約締結　　〉川手地区ホ場整備事業の事業費を880万

円追加し、敷砂利3，074m、法止め工1か所を加え、区画整理をO．2ヘクタール減らすことに

なりました。　また工期は80日間延びて、2月15日までの220日間と決りました。　農業共済

事業会計予算補正　〉2，149万円追加して、被害農家に総額3，284万円ほどを支払い、財源は

国県の保険金1，920万円、積立金236万円を充てることになりました。
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〆
▽
火
葬
場
に
燃
料
置
場
と
管
理
人

の
控
室
を
増
築
し
ま
す
。
四
五
万
円

▽
牧
場
の
施
設
（
牧
棚
、
引
水
用
。
ハ
イ

プ
な
ど
）
を
整
備
し
ま
す
。
二
几
万
円

▽
米
の
消
費
を
広
げ
、
転
作
を
定
着

さ
せ
る
た
め
に
色
々
な
資
料
を
作
成

す
る
ほ
か
、
地
区
ご
と
に
講
習
会
を

開
き
ま
す
。
　
　
　
　
一
六
八
万
円

▽
県
が
主
催
す
る
研
修
会
（
林
業
構

造
改
善
事
業
）
が
、
当
町
で
初
め
て

開
催
さ
れ
ま
す
。
　
　
　
一
七
万
円

▽
町
有
林
の
間
伐
な
ど
を
行
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
二
七
五
万
円

▽
希
望
館
と
そ
の
下
の
管
理
棟
を
つ

な
ぐ
通
路
、
キ
ャ
ン
プ
場
の
飲
料
水

工
事
を
行
い
ま
す
。
　
　
一
〇
四
万
円

▽
「
楮
」
の
加
工
場
を
建
設
す
る
た

め
、
敷
地
（
（
松
里
保
乾
所
の
上
方
）

一
、
五
六
九
平
方
卜
「
を
購
入
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
一
二
〇
万
円

▽
津
南
町
、
中
里
村
、
栄
村
（
長
野

県
）
と
の
四
か
町
村
共
同
で
、
観
光

。

ハ
ン
フ
を
作
成
し
ま
す
。
五
〇
万
円

▽
松
之
山
温
泉
駐
車
場
の
消
帯
，
化
工

事
は
調
査
の
結
果
、
水
量
不
足
の
た

め
中
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
△
五
二
万
円

▽
三
省
小
の
プ
ー
ル
建
設
予
定
地
を

地
質
調
査
し
ま
す
。
　
　
四
四
万
円

▽
坪
野
小
で
統
合
記
念
事
業
を
行
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
五
〇
万
円

▽
松
之
山
中
の
校
舎
内
部
を
塗
装
し

ま
す
．
　
　
　
　
　
　
八
四
万
円

▽
町
内
に
「
青
年
団
体
連
絡
協
議
会
」

が
結
成
さ
れ
、
補
助
し
ま
す
。

町民グランド用地

　　　　19，757m・確保

　町民体育館の脇にグランドを

建設するための用地を買収しま

した。（写真上）

○面積　19，757m2

0住所　大字松之山字向山地内

財
産
の
取
得

　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
万
円
　
　
し
ま
す
　
　
　
　
　
一
五
四
万
円

▽
町
民
体
育
館
の
電
気
代
が
足
り
な
　
　
▽
災
害
復
旧
し
た
農
道
に
補
修
用

く
な
り
ま
し
た
。
　
　
一
八
四
万
円
　
　
の
砂
利
、
ク
イ
を
使
い
ま
し
た
。

▽
町
民
グ
ラ
ン
ド
の
設
計
等
を
委
託
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
万
円

　
　
　
　
　
　
0

　
保
険
税
7
0
万
円
減
ら
す

　
　
　
　
◇
5
5
国
保
特
別
会
計
補
正
予
算
◇

　
第
二
回
目
の
補
正
で
　
国
保
勘
定

は
七
百
万
円
の
減
額
で
す
。

　
歳
入
は
、
昨
年
か
ら
の
繰
越
金
が

多
か
っ
た
た
め
、
保
険
税
を
七
百
万

円
減
額
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
は
、
国
か
ら
の
補
助
金
を
精

算
し
た
と
こ
ろ
二
百
十
万
円
多
く
交

付
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
返
す
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
松
之
山
診
療
所
勘
定
で
は
、
医

師
の
検
診
旅
費
が
不
足
し
た
た
め

千
六
十
万
円
追
加
し
ま
し
た
。

　
浦
田
診
療
所
勘
定
は
、
職
員
便

所
の
改
造
に
十
四
万
円
、
屋
根
の

塗
装
に
六
万
円
追
加
し
ま
し
た
。

　
松
口
簡
水
電
気
工
事
10
万
円
追
加

　
　
　
　
◇
5
5
簡
水
特
別
会
計
補
正
予
算
◇

第
二
回
目
の
補
正
で
、
総
額
に
変
　
　
追
加
し
ま
し
た
。

更
は
な
く
、
松
口
地
区
簡
水
の
電
気
　
　
　
財
源
は
、
予
備
費
を
充
て
る
こ

工
事
費
が
不
足
し
た
の
で
、
十
万
円
　
　
と
に
な
り
ま
し
た
。

国保税の引上げ
　人等割9710円に

　　　　4月1日から

条
例
改
距

｝
甲

55冷害で町は4，000万円の被害
　　　　　　11／28臨時会で予算措置

歳　出　〉種もみ用脱穀機購入（2台）40万円〉種もみ補助金3330kg×420円；1，4

00万円〉種もみ提供農家補助10戸×5000円二5万円レ夏秋トマト種苗補助（50％）20

，200本×40円＝40万円＞いんげん種子代補助（50％）　140袋×400円＝6万円＞種も

み消毒薬済補助2，788×580円＝162万円〉土壌改良対策補助（50％）　1，110袋×14

10円＝78万円レ同（20％分）6，076袋×1，410円二171万円レ葉たばこ対策補助（50

％）34，425円×4戸＝14万円〉天災資金等利子補給金46万円〉高校旧特別教室を移築

○所得割の税率をO．3％引上げ

　4．5％になりました。

O人等割の額を1，000円引上げ

　9，710円になりました。

○世帯割の額を1，270円引上げ

　13，500円になりました。

○低所得世帯に対する税額控除

　額を次のように引上げました

　A所得が全くない世帯は、人

　　等割を1人当り5，226円、

　　世帯割を6，162円控除しま

　　す。

　B所得が17万円以下の世帯は

　　人等割を1人当り3，484円

　　世帯割を8，680円控除しま

　　す。

※国保税のしくみ

①所得割……〔世帯の前年分所

　得合計額一（20万円×有所得

　者数）〕×4．5％

②資産割……土地、家屋に係る

　固定資産税額×52％

③人等割……9，710円×国保加

　入者数

④世帯割……13，500円

　の①～④の合計額が、年間の

　国保税となります。
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鍵
雛
踊
彗
響
灘
灘
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猛
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蕊
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蝿
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〔
笠

おも熔

ぎあん

9月定例会で決定

轡
算
　
　
　
算

決
昭
定
予
昭
補

○昭和54年度松之山町決算の認

　定について

○昭和55年度松之山町一般会計

　補正予算（第3回）

○同上国民健康保険特別
　会計補正予算（第2回）

○　同　上　簡易水道事業特別

　会計補正予算（第2回）

条例　改正
○松之山町国民健康保険税条例

　の一部を改正する条例の制定

　について

○松之山町印かん条例の全部を

　改正する条例の制定について

○松之山町立小学校設置条例の

　一部を改正する条例の制定に

　ついて

　そ　の　他

○小学校の統合について

○町道の認定がえについて

○新潟県町村人事事務組合を組

　織する地方公共団体の数の増

　加及び規約の変更について

人　事

○松之山町選挙管理委員会委員

　及び同補充員の選挙について

o松之山町教育委員の同意につ

　いて

○松之山町固定資産評価審査委

　員会委員の同意について

議員提出議員

⊃道路財源の他目的転用に関す

　る反対意見書の提出について

　
町
議
会
九
月
定
例
会
は
二
十
六
日
招
集
さ
れ
、
昭
和
五
十
四
年
度
町
一

般
会
計
決
算
な
ど
十
議
案
を
可
決
し
た
ほ
か
、
選
挙
管
理
委
員
な
ど
三
委

員
会
委
員
の
人
選
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
決
算
認
定
に
先
立
ち
、
和
久
井
町
監
査
委
員
が
監
査
意
見
と
し
て

「
一
般
、
国
保
、
簡
水
の
各
会
計
は
歳
入
歳
出
済
額
そ
れ
ぞ
れ
正
確
で
あ

り
、
適
正
に
予
算
が
執
行
さ
れ
て
い
た
」
旨
の
報
告
が
あ
り
、
質
疑
に
入

り
ま
し
た
。
　
（
決
算
の
内
容
は
、
2
～
5
頁
の
と
お
り
）

　
一
般
質
問
に
は
、
四
人
の
議
員
が
立
ち
、
去
る
五
十
一
年
の
被
害
を
上

回
る
、
と
も
い
わ
れ
た
農
作
物
の
冷
害
間
題
な
ど
に
ふ
れ
ま
し
た
。

　
可
決
し
た
事
件
を
抜
す
い
し
て
、
そ
の
内
容
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
澗
ラ
ン
眠
建
設
に
向
け
出
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
　
　
　
ま
ず
用
地
買
収
2
5
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
◇
55
一
般
会
計
補
正
予
算
◇

　
こ
と
し
三
回
目
の
補
正
で
、
そ
の
　
　
り
で
す
。

額
は
三
千
七
百
四
＋
九
万
八
千
円
で
　
　
　
な
お
、

す
。

主
な
要
因
は
、
地
方
交
付
税
が
三

干
六
百
三
十
五
万
二
千
円
追
加
交
付

さ
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、

そ
れ
に
伴
う
歳
出
具
合
は
次
の
と
お

　
　
　
こ
れ
と
は
別
に
森
林
組
合

が
こ
と
し
が
ら
八
十
四
年
度
ま
で
の

三
十
年
間
、
農
林
漁
業
金
融
公
庫
か

ら
借
入
れ
る
五
百
八
十
一
万
三
千
円

の
元
利
に
対
す
る
損
失
補
償
も
併
せ

て
可
決
し
ま
し
た
。

▽
忠
魂
山
（
松
之
山
）
へ
の
遊
歩
道

と
そ
の
下
に
テ
ニ
ス
コ
i
卜
造
成
の

測
量
を
し
ま
す
。
　
　
二
〇
〇
万
円

▽
十
五
人
乗
り
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
と

軽
貨
物
自
動
車
を
購
入
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
二
二
五
万
円

▽
渡
り
廊
下
（
庁
舎
と
商
工
会
、
森

林
組
合
事
務
所
）
の
建
築
工
事
を
中

止
し
ま
し
た
。
　
　
△
三
〇
〇
万
円

▽
町
民
グ
ラ
ン
ド
用
地
（
予
定
地
）

を
購
入
し
ま
す
。
　
｝
、
二
五
三
万
円

▽
同
右
内
の
立
木
補
償
料
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
万
円

▽
印
か
ん
登
録
事
務
を
改
正
し
、
台

帳
や
手
帳
を
購
入
し
ま
す
六
四
万
円

▽
庁
用
備
品
と
し
て
、
謄
写
フ
ァ
ッ

ク
ス
と
輪
転
印
刷
機
を
購
入
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
万
円

▽
国
勢
調
査
の
実
施
に
よ
り
、
臨
時

職
員
を
雇
用
し
ま
す
。
　
一
〇
万
円

▽
松
里
保
育
所
の
「
水
あ
そ
び
場
」

を
直
営
工
事
で
行
い
、
工
事
請
負
費

を
減
額
し
ま
し
た
。
　
△
四
〇
万
円

▽
黒
倉
地
区
に
簡
易
水
道
の
計
画
を

し
、
測
量
し
ま
す
。
　
　
九
万
円
＼

して、楮の加工場を松里保育所の上に建設します。970万円》町営住宅予定地の地質調査を行

います。75万円〉湯之島、光間各地内の町道を救農土木事業で舗装します。　湯之島休場線L

二315m、松之山光間線L＝151m。》松之山地区スキー場（兎口への登坂）を造成します。

209万円　歳　入　レ特別地方交付税交付金1，500万円レ自治宝くじ助成金160万円〉町債（町

道舗装分）1，050万円　工事請負の変更契約締結　　〉川手地区ホ場整備事業の事業費を880万

円追加し、敷砂利3，074m、法止め工1か所を加え、区画整理をO．2ヘクタール減らすことに

なりました。　また工期は80日間延びて、2月15日までの220日間と決りました。　農業共済

事業会計予算補正　〉2，149万円追加して、被害農家に総額3，284万円ほどを支払い、財源は

国県の保険金1，920万円、積立金236万円を充てることになりました。
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〆
▽
火
葬
場
に
燃
料
置
場
と
管
理
人

の
控
室
を
増
築
し
ま
す
。
四
五
万
円

▽
牧
場
の
施
設
（
牧
棚
、
引
水
用
。
ハ
イ

プ
な
ど
）
を
整
備
し
ま
す
。
二
几
万
円

▽
米
の
消
費
を
広
げ
、
転
作
を
定
着

さ
せ
る
た
め
に
色
々
な
資
料
を
作
成

す
る
ほ
か
、
地
区
ご
と
に
講
習
会
を

開
き
ま
す
。
　
　
　
　
一
六
八
万
円

▽
県
が
主
催
す
る
研
修
会
（
林
業
構

造
改
善
事
業
）
が
、
当
町
で
初
め
て

開
催
さ
れ
ま
す
。
　
　
　
一
七
万
円

▽
町
有
林
の
間
伐
な
ど
を
行
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
二
七
五
万
円

▽
希
望
館
と
そ
の
下
の
管
理
棟
を
つ

な
ぐ
通
路
、
キ
ャ
ン
プ
場
の
飲
料
水

工
事
を
行
い
ま
す
。
　
　
一
〇
四
万
円

▽
「
楮
」
の
加
工
場
を
建
設
す
る
た

め
、
敷
地
（
（
松
里
保
乾
所
の
上
方
）

一
、
五
六
九
平
方
卜
「
を
購
入
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
一
二
〇
万
円

▽
津
南
町
、
中
里
村
、
栄
村
（
長
野

県
）
と
の
四
か
町
村
共
同
で
、
観
光

。

ハ
ン
フ
を
作
成
し
ま
す
。
五
〇
万
円

▽
松
之
山
温
泉
駐
車
場
の
消
帯
，
化
工

事
は
調
査
の
結
果
、
水
量
不
足
の
た

め
中
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
△
五
二
万
円

▽
三
省
小
の
プ
ー
ル
建
設
予
定
地
を

地
質
調
査
し
ま
す
。
　
　
四
四
万
円

▽
坪
野
小
で
統
合
記
念
事
業
を
行
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
五
〇
万
円

▽
松
之
山
中
の
校
舎
内
部
を
塗
装
し

ま
す
．
　
　
　
　
　
　
八
四
万
円

▽
町
内
に
「
青
年
団
体
連
絡
協
議
会
」

が
結
成
さ
れ
、
補
助
し
ま
す
。

町民グランド用地

　　　　19，757m・確保

　町民体育館の脇にグランドを

建設するための用地を買収しま

した。（写真上）

○面積　19，757m2

0住所　大字松之山字向山地内

財
産
の
取
得

　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
万
円
　
　
し
ま
す
　
　
　
　
　
一
五
四
万
円

▽
町
民
体
育
館
の
電
気
代
が
足
り
な
　
　
▽
災
害
復
旧
し
た
農
道
に
補
修
用

く
な
り
ま
し
た
。
　
　
一
八
四
万
円
　
　
の
砂
利
、
ク
イ
を
使
い
ま
し
た
。

▽
町
民
グ
ラ
ン
ド
の
設
計
等
を
委
託
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
万
円

　
　
　
　
　
　
0

　
保
険
税
7
0
万
円
減
ら
す

　
　
　
　
◇
5
5
国
保
特
別
会
計
補
正
予
算
◇

　
第
二
回
目
の
補
正
で
　
国
保
勘
定

は
七
百
万
円
の
減
額
で
す
。

　
歳
入
は
、
昨
年
か
ら
の
繰
越
金
が

多
か
っ
た
た
め
、
保
険
税
を
七
百
万

円
減
額
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
は
、
国
か
ら
の
補
助
金
を
精

算
し
た
と
こ
ろ
二
百
十
万
円
多
く
交

付
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
返
す
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
松
之
山
診
療
所
勘
定
で
は
、
医

師
の
検
診
旅
費
が
不
足
し
た
た
め

千
六
十
万
円
追
加
し
ま
し
た
。

　
浦
田
診
療
所
勘
定
は
、
職
員
便

所
の
改
造
に
十
四
万
円
、
屋
根
の

塗
装
に
六
万
円
追
加
し
ま
し
た
。

　
松
口
簡
水
電
気
工
事
10
万
円
追
加

　
　
　
　
◇
5
5
簡
水
特
別
会
計
補
正
予
算
◇

第
二
回
目
の
補
正
で
、
総
額
に
変
　
　
追
加
し
ま
し
た
。

更
は
な
く
、
松
口
地
区
簡
水
の
電
気
　
　
　
財
源
は
、
予
備
費
を
充
て
る
こ

工
事
費
が
不
足
し
た
の
で
、
十
万
円
　
　
と
に
な
り
ま
し
た
。

国保税の引上げ
　人等割9710円に

　　　　4月1日から

条
例
改
距

｝
甲

55冷害で町は4，000万円の被害
　　　　　　11／28臨時会で予算措置

歳　出　〉種もみ用脱穀機購入（2台）40万円〉種もみ補助金3330kg×420円；1，4

00万円〉種もみ提供農家補助10戸×5000円二5万円レ夏秋トマト種苗補助（50％）20

，200本×40円＝40万円＞いんげん種子代補助（50％）　140袋×400円＝6万円＞種も

み消毒薬済補助2，788×580円＝162万円〉土壌改良対策補助（50％）　1，110袋×14

10円＝78万円レ同（20％分）6，076袋×1，410円二171万円レ葉たばこ対策補助（50

％）34，425円×4戸＝14万円〉天災資金等利子補給金46万円〉高校旧特別教室を移築

○所得割の税率をO．3％引上げ

　4．5％になりました。

O人等割の額を1，000円引上げ

　9，710円になりました。

○世帯割の額を1，270円引上げ

　13，500円になりました。

○低所得世帯に対する税額控除

　額を次のように引上げました

　A所得が全くない世帯は、人

　　等割を1人当り5，226円、

　　世帯割を6，162円控除しま

　　す。

　B所得が17万円以下の世帯は

　　人等割を1人当り3，484円

　　世帯割を8，680円控除しま

　　す。

※国保税のしくみ

①所得割……〔世帯の前年分所

　得合計額一（20万円×有所得

　者数）〕×4．5％

②資産割……土地、家屋に係る

　固定資産税額×52％

③人等割……9，710円×国保加

　入者数

④世帯割……13，500円

　の①～④の合計額が、年間の

　国保税となります。

灘
蝋
鍵
雛
踊
彗
響
灘
灘
雛
嚢
猛
嚢
蕊
覇
麗
麗
題
蝿
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麗
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顧
鍵
馨
鞭
趨
鑓
鳶
綾
糠
畢

牧
場
周
辺
に
三
基
の
リ
フ
ト
を

質
問
①
冷
害
の
被
災
地
を
回
っ
て

　
　
み
る
と
、
稚
苗
植
え
の
田
ん

ぼ
ほ
ど
そ
の
被
害
割
合
が
高
い
よ

う
に
感
じ
た
。
標
高
の
高
い
松
之

山
の
場
合
、
稚
苗
よ
り
中
苗
か
、

成
苗
植
え
の
方
が
よ
い
よ
う
に
思
う

　
し
か
し
中
・
成
苗
に
す
る
と
十

ア
ー
ル
当
り
の
箱
数
が
そ
れ
な
り

に
多
く
必
要
と
な
る
こ
と
は
事
実

で
あ
る
．

　
そ
の
代
金
も
農
業
が
「
従
」
で

あ
る
農
家
な
ら
ま
だ
し
も
、
専
業

農
家
の
場
合
か
な
り
の
額
に
な
る

と
懸
念
さ
れ
る
。

　
今
後
、
育
苗
セ
ン
タ
ー
を
建
設

す
る
場
合
、
こ
ん
な
点
も
充
分
に

検
討
の
上
進
め
て
も
ら
っ
た
方
が

よ
い
と
思
う
。

　
②
な
お
、
浦
田
の
上
地
域
の
冷

害
は
こ
の
と
こ
ろ
何
年
に
一
回
か

そ
の
被
害
を
受
け
て
い
る
。

　
若
者
が
こ
れ
ら
を
悲
観
し
て
、

外
へ
出
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、

米
以
外
の
面
で
所
得
を
得
ら
れ
る

よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
た
ら
伺

い
た
い
。

答
弁
①
専
門
的
な
こ
と
な
の
で
良

　
　
く
分
ら
な
い
が
、
技
術
員
な

ど
の
話
に
よ
れ
ば
「
五
十
ヘ
ク
タ

i
ル
規
模
の
施
設
に
す
れ
ば
、
中

苗
も
出
せ
る
で
あ
ろ
う
」
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
ま
だ
先
の
こ

と
な
の
で
、
充
分
研
究
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

あ
と
四
年
ほ
ど
で

　
②
構
想
と
し
て
は
、
も
し
牧
場

周
辺
に
ス
キ
…
場
を
造
成
す
る
と

す
れ
ば
、
リ
フ
ト
を
せ
め
て
三
基

ぐ
ら
い
作
り
た
い
。

　
ま
ず
、
中
原
か
ら
展
望
台
、
な

め
こ
園
か
ら
天
水
山
、
そ
れ
に
二

月
ご
ろ
の
ご
く
降
る
こ
ろ
に
使
う

も
の
と
し
て
、
楮
加
工
場
周
辺
に

ど
う
か
と
考
え
て
い
る
。

主
要
町
道
の
舗
装
を
完
了
し
た
い

質
問
町
道
、
と
り
わ
星
活
道
路

　
　
の
改
良
・
舗
装
を
す
る
た
め

来
年
度
予
算
を
増
額
し
て
ほ
し
い

　
な
お
、
生
コ
ン
舗
装
の
場
合
、

人
夫
賃
な
ど
の
部
落
負
担
を
解
消

す
る
た
め
、
業
者
に
委
託
し
て
ほ

し
い
。

　
先
進
地
で
は
農
道
ま
で
も
舗
装

が
完
了
し
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
松
之
山
の
場
合
、
予

算
で
み
る
限
り
、
そ
の
長
さ
は
毎

年
横
ば
い
状
態
で
あ
る
。

　
国
か
ら
も
そ
れ
相
当
分
の
交
付

金
が
入
っ
て
く
る
、
と
思
う
が
ど

う
か
。

答
弁
本
年
度
は
改
良
が
二
、
五
四

　
　
す
酬
舗
装
が
三
、
六
二
〇
層

完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
舗
装
の
順
番
と
し
て
①
部
落
内

②
役
場
ま
で
の
間
③
部
落
と
部
落

の
間
④
地
域
と
地
域
の
間
の
順
に

や
っ
て
い
き
た
い
。

　
い
わ
ゆ
る
主
要
的
な
町
道
で
、

未
舗
装
分
は
二
万
駐
足
ら
ず
で
な

い
か
、
と
思
う
。

　
黒
（
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
）
と
白
（
生

コ
ン
）
で
毎
年
五
千
冒
ぐ
ら
い
ず

つ
舗
装
し
て
い
る
か
ら
、
あ
と
四

年
ほ
ど
で
こ
れ
ら
の
路
線
が
完
了

す
る
も
の
と
、
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
う
し
た
ら
部
落
道
、
農
道
に

着
手
し
た
い
．

　
場
合
に
よ
っ
て
は
、
改
良
や
舗

装
の
済
ん
だ
路
線
を
部
落
道
に
し

未
施
工
の
分
を
町
道
に
昇
格
さ
せ

て
、
行
う
の
も
方
法
で
な
い
か
、

と
思
う
。

　
生
コ
ン
舗
装
に
つ
い
て
は
、
部

落
の
要
望
を
削
っ
て
い
る
段
階
で

あ
り
、
「
負
担
の
解
消
」
よ
り
要
～

印
か
ん
の

　
　
「
登
録
・
証
明
方
法
」
改
め
る

　
印
か
ん
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
　
　
す
る
こ
と
に
変
り
ま
し
た
。

場
合
、
　
「
登
録
証
」
を
窓
口
に
提
示

学
舎
の
灯
が

来
春
消
え
る

坪
野
小
と
松
之
山
小
・
川
手
分
校

坪
野
小
学
校
と
松
之
山
小
・
川
手

〔
肪
上
罧
校
）

分
校
を
来
年
三
月
一
杯
で
閉
校
し
、

と
も
に
松
之
山
小
学
校
に
統
合
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

圃
　
　
　
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
委
員
長
に
「
本
山
勉
さ
ん
が

　
　
　
　
　
　
　
　
．
．
．
．
・
．
同
補
充
員
も
改
選

滝
沢
　
和
平
（
猪
之
名
・
き
の
や
）

久
保
田
和
夫
（
天
水
島
・
中
屋
敷
）

小
野
塚
新
作
（
東
川
・
新
屋
）

本
山
　
　
勉
（
北
浦
田
・
岡
の
田
）

　
同

村
山

佐
藤

畔
上

補
充
員

寿
雄
（
松
口
・
下
村
）

良
雄
（
天
水
越
・
下
元
屋
敷
）

力
郎
（
上
の
山
・
田
の
助
）
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望
ど
お
り
支
給
す
る
方
が
先
決
で

な
い
か
と
考
え
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
来
年
度
急

に
増
額
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
、
逐
次
整
備
す
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
た
い
。

町
独
自
の
冷
害
対
策
を
考
え
て
い
る

質
問
今
夏
の
異
常
気
象
は
、
稲
を

　
　
は
じ
め
農
作
物
に
甚
大
な
被

害
を
与
え
た
。

　
こ
れ
は
去
る
五
十
一
年
の
冷
害

を
上
回
る
も
の
で
な
い
か
と
思
う

　
こ
の
た
め
被
災
農
家
の
救
済
措

置
と
し
て
、
①
救
農
土
木
事
業
の

実
施
②
政
府
売
渡
し
米
0
仮
渡
金

の
利
子
補
給
③
肥
料
・
農
薬
代
金

の
一
か
年
延
納
と
利
子
補
給
④
種

籾
の
無
償
配
布
⑤
土
壌
改
良
資
材

の
使
用
奨
励
と
補
助
な
ど
の
対
策

が
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
予
防
措
置
と
し
て
①
ホ

10月に花が咲いた唾新潟早生．

場
整
備
②
温
水
溜
池
な
ど
に
よ
る

冷
水
濯
が
い
対
策
も
役
立
つ
と
思

う
。　

町
は
、
こ
れ
ら
の
対
策
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
、

そ
の
所
存
を
伺
い
た
い
。

答
弁
冷
害
対
策
本
部
を
九
月
九
日

　
　
に
設
置
し
た
。
五
十
一
年
に

実
施
し
た
措
置
は
、
こ
と
し
も
実

施
し
た
い
。

　
県
の
普
及
課
長
と
農
業
試
験
場

長
が
昨
日
来
町
し
た
の
で
「
松
之

山
が
行
っ
た
冷
害
対
策
に
は
、
有

無
を
言
わ
ず
、
県
が
五
〇
％
の
補

助
を
す
る
よ
う
」
お
願
い
し
た
。

　
た
だ
、
県
の
考
え
方
と
し
て
は

三
～
四
百
層
以
上
の
地
域
に
限
定

し
て
、
対
策
を
講
じ
た
い
よ
う
だ

　
し
か
し
、
県
の
対
策
は
そ
う
で

あ
っ
て
も
、
町
は
全
町
的
な
視
野

に
立
っ
て
、
そ
の
対
策
に
当
り
た

い
。

　
な
お
、
救
農
土
木
工
事
は
県
に

お
願
い
し
て
み
る
が
、
雪
の
た
め

に
河
川
関
係
の
工
事
が
適
当
で
な

い
か
、
と
思
っ
て
い
る
。

　
予
防
対
策
に
つ
い
て
、
ご
趣
旨

は
理
解
で
き
る
が
、
そ
れ
に
は
地

域
の
情
熱
が
伴
わ
な
い
と
ー
他

の
地
域
の
協
力
が
得
ら
れ
れ
ば
、

養
魚
池
な
ど
を
観
光
農
業
に
結
び

つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
な
ん
ら
か
の

措
置
を
考
え
て
い
き
た
い
。

畜
舎
の
材
料
は
古
材
で
も
よ
い
：
：
し
か
し

質
問
畜
舎
建
設
に
対
す
る
補
助
金

　
　
交
付
は
、
話
が
出
て
か
ら
六

か
月
ほ
ど
で
具
体
化
し
た
と
い
う

こ
と
で
飼
育
農
家
は
喜
ん
で
い
る

　
松
代
町
と
違
い
「
頭
数
に
関
係

な
く
五
〇
％
補
助
」
と
し
た
こ
と

は
、
大
い
に
結
構
な
こ
と
で
あ
る

　
今
後
実
施
に
当
り
、
要
綱
に
も

あ
る
「
そ
の
機
能
を
備
え
れ
ば
」

と
い
う
こ
と
を
重
点
に
、
飼
育
者

の
経
済
力
に
応
じ
て
、
励
ま
す
よ

う
に
こ
の
制
度
を
運
用
す
る
と
と

も
に
、
条
件
に
合
う
人
が
積
極
的

に
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
も
ら

い
た
い
。

答
弁
本
日
み
な
え
の
享
元
に

　
　
お
配
り
し
た
と
お
り
要
綱
を

先
般
決
め
て
い
た
だ
い
た
。

　
ご
希
望
に
沿
う
よ
う
努
力
し
た

い
。
な
お
、
最
低
五
年
ぐ
ら
い
は

耐
え
る
構
造
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

雛鱗鵜　　　　　　灘羅　　　　灘灘　　　鍍醸　　灘灘鍵

教
育
委
員
・
　
　
・
再
任

福
原
　
一
雄
（
天
水
越
・
酢
屋
）

樋
熊
　
琢
成
（
松
之
山
・
陽
光
寺
）

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

　
委
員
・
：
・
：
：
：
再
任

和
久
井
広
吉
（
水
梨
・
技
茂
の
下
）

道
路
財
源
の
他
目
的
転
用
に

反
対
す
る
意
見
書

　
国
の
予
算
編
成
に
当
っ
て
、
財
政

再
建
の
た
め
道
路
財
源
を
他
に
転
用

し
よ
う
と
す
る
意
見
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
道
路
の
も

つ
日
本
経
済
の
中
で
の
役
割
、
道
路

整
備
水
準
の
実
態
及
び
道
路
財
源
の

性
格
を
充
分
に
理
解
し
な
い
論
議
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
道
路
は
国
家
経
済
の
基
盤
及
び
行

政
運
営
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ
り

そ
の
整
備
水
準
を
高
め
る
こ
と
は
、

減
量
経
営
を
促
進
し
、
税
の
増
収
に

も
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
効
果
等
も
期
待
で
き
る
。

　
特
に
我
々
積
雪
地
域
に
お
け
る
道

路
は
、
市
民
生
活
の
生
命
線
で
あ
り

定
住
構
想
推
進
の
上
か
ら
も
道
路
の

整
備
水
準
を
一
層
高
め
る
必
要
が
あ

る
。　

か
か
る
理
由
か
ら
道
路
財
源
を
他

に
転
用
す
る
こ
と
に
、
強
く
反
対
す

る
。　

　
昭
和
五
十
五
年
九
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　
松
之
山
町
議
会

請
　
願
・

・
三
件

▽
私
立
高
校
へ
の
県
費
補
助
を
増
額

す
る
よ
う
県
知
事
と
県
議
会
に
対
し

意
見
書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
。
陳
情

者
・
関
根
学
園
・
古
川
学
園

　
提
出
す
る
こ
と
に
決
定
。

　
　
　
　
　
◆

▽
戦
後
、
シ
ベ
リ
ア
に
強
制
抑
留
さ

せ
ら
れ
た
人
に
補
償
す
る
よ
う
政
府

や
関
係
機
関
に
意
見
書
を
提
出
し
て

ほ
し
い
。
請
願
者
・
全
国
抑
留
者
連

協
松
之
山
支
部
長
久
保
田
勢
策
さ
ん

提
出
す
る
こ
と
に
決
定
。

　
　
　
　
　
◆

▽
町
道
蝦
池
宮
中
線
の
局
部
改
良
と

舗
装
の
促
進
に
つ
い
て
。
請
願
者
・

上
蝦
池
部
落
総
代
小
野
塚
健
吉
さ
ん

ほ
か
↓
建
設
観
光
委
員
会
に
付
託
し

て
検
討
す
る
こ
と
に
決
定
。

赤
倉
橋
を
町
道
に

　
　
ー
坪
野
東
山
線
ー

　
　
上
川
手
光
間
線
の
越
道
橋
を
暗
渠

　
に
し
た
た
め
、
こ
の
橋
を
廃
止
し
、

坪
野
東
山
線
の
赤
倉
橋
（
赤
倉
地
内
）

を
新
た
に
認
定
し
ま
し
た
。

　
南
佐
渡
消
防
事
務
組
合
が

　
新
加
入

　
　
　
ー
町
村
人
事
事
携
組
合
1

　
　
「
十
日
町
市
・
川
西
町
・
中
里
村

伝
染
病
舎
組
合
」
の
名
称
を
「
十
日

町
地
域
伝
染
病
舎
組
合
」
に
改
め
、

新
ら
し
く
「
南
佐
渡
消
防
事
務
組
合
」

が
加
入
し
ま
し
た
。

写
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陸
．
　
　
　
雛
㎜
　
　
、
鑑
　
霧
　
　
イ

　
　
　
　
　
　
　
．
羅
’

琿

妻
謬
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顧
鍵
馨
鞭
趨
鑓
鳶
綾
糠
畢

牧
場
周
辺
に
三
基
の
リ
フ
ト
を

質
問
①
冷
害
の
被
災
地
を
回
っ
て

　
　
み
る
と
、
稚
苗
植
え
の
田
ん

ぼ
ほ
ど
そ
の
被
害
割
合
が
高
い
よ

う
に
感
じ
た
。
標
高
の
高
い
松
之

山
の
場
合
、
稚
苗
よ
り
中
苗
か
、

成
苗
植
え
の
方
が
よ
い
よ
う
に
思
う

　
し
か
し
中
・
成
苗
に
す
る
と
十

ア
ー
ル
当
り
の
箱
数
が
そ
れ
な
り

に
多
く
必
要
と
な
る
こ
と
は
事
実

で
あ
る
．

　
そ
の
代
金
も
農
業
が
「
従
」
で

あ
る
農
家
な
ら
ま
だ
し
も
、
専
業

農
家
の
場
合
か
な
り
の
額
に
な
る

と
懸
念
さ
れ
る
。

　
今
後
、
育
苗
セ
ン
タ
ー
を
建
設

す
る
場
合
、
こ
ん
な
点
も
充
分
に

検
討
の
上
進
め
て
も
ら
っ
た
方
が

よ
い
と
思
う
。

　
②
な
お
、
浦
田
の
上
地
域
の
冷

害
は
こ
の
と
こ
ろ
何
年
に
一
回
か

そ
の
被
害
を
受
け
て
い
る
。

　
若
者
が
こ
れ
ら
を
悲
観
し
て
、

外
へ
出
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、

米
以
外
の
面
で
所
得
を
得
ら
れ
る

よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
た
ら
伺

い
た
い
。

答
弁
①
専
門
的
な
こ
と
な
の
で
良

　
　
く
分
ら
な
い
が
、
技
術
員
な

ど
の
話
に
よ
れ
ば
「
五
十
ヘ
ク
タ

i
ル
規
模
の
施
設
に
す
れ
ば
、
中

苗
も
出
せ
る
で
あ
ろ
う
」
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
ま
だ
先
の
こ

と
な
の
で
、
充
分
研
究
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

あ
と
四
年
ほ
ど
で

　
②
構
想
と
し
て
は
、
も
し
牧
場

周
辺
に
ス
キ
…
場
を
造
成
す
る
と

す
れ
ば
、
リ
フ
ト
を
せ
め
て
三
基

ぐ
ら
い
作
り
た
い
。

　
ま
ず
、
中
原
か
ら
展
望
台
、
な

め
こ
園
か
ら
天
水
山
、
そ
れ
に
二

月
ご
ろ
の
ご
く
降
る
こ
ろ
に
使
う

も
の
と
し
て
、
楮
加
工
場
周
辺
に

ど
う
か
と
考
え
て
い
る
。

主
要
町
道
の
舗
装
を
完
了
し
た
い

質
問
町
道
、
と
り
わ
星
活
道
路

　
　
の
改
良
・
舗
装
を
す
る
た
め

来
年
度
予
算
を
増
額
し
て
ほ
し
い

　
な
お
、
生
コ
ン
舗
装
の
場
合
、

人
夫
賃
な
ど
の
部
落
負
担
を
解
消

す
る
た
め
、
業
者
に
委
託
し
て
ほ

し
い
。

　
先
進
地
で
は
農
道
ま
で
も
舗
装

が
完
了
し
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
松
之
山
の
場
合
、
予

算
で
み
る
限
り
、
そ
の
長
さ
は
毎

年
横
ば
い
状
態
で
あ
る
。

　
国
か
ら
も
そ
れ
相
当
分
の
交
付

金
が
入
っ
て
く
る
、
と
思
う
が
ど

う
か
。

答
弁
本
年
度
は
改
良
が
二
、
五
四

　
　
す
酬
舗
装
が
三
、
六
二
〇
層

完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
舗
装
の
順
番
と
し
て
①
部
落
内

②
役
場
ま
で
の
間
③
部
落
と
部
落

の
間
④
地
域
と
地
域
の
間
の
順
に

や
っ
て
い
き
た
い
。

　
い
わ
ゆ
る
主
要
的
な
町
道
で
、

未
舗
装
分
は
二
万
駐
足
ら
ず
で
な

い
か
、
と
思
う
。

　
黒
（
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
）
と
白
（
生

コ
ン
）
で
毎
年
五
千
冒
ぐ
ら
い
ず

つ
舗
装
し
て
い
る
か
ら
、
あ
と
四

年
ほ
ど
で
こ
れ
ら
の
路
線
が
完
了

す
る
も
の
と
、
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
う
し
た
ら
部
落
道
、
農
道
に

着
手
し
た
い
．

　
場
合
に
よ
っ
て
は
、
改
良
や
舗

装
の
済
ん
だ
路
線
を
部
落
道
に
し

未
施
工
の
分
を
町
道
に
昇
格
さ
せ

て
、
行
う
の
も
方
法
で
な
い
か
、

と
思
う
。

　
生
コ
ン
舗
装
に
つ
い
て
は
、
部

落
の
要
望
を
削
っ
て
い
る
段
階
で

あ
り
、
「
負
担
の
解
消
」
よ
り
要
～

印
か
ん
の

　
　
「
登
録
・
証
明
方
法
」
改
め
る

　
印
か
ん
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
　
　
す
る
こ
と
に
変
り
ま
し
た
。

場
合
、
　
「
登
録
証
」
を
窓
口
に
提
示

学
舎
の
灯
が

来
春
消
え
る

坪
野
小
と
松
之
山
小
・
川
手
分
校

坪
野
小
学
校
と
松
之
山
小
・
川
手

〔
肪
上
罧
校
）

分
校
を
来
年
三
月
一
杯
で
閉
校
し
、

と
も
に
松
之
山
小
学
校
に
統
合
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

圃
　
　
　
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
委
員
長
に
「
本
山
勉
さ
ん
が

　
　
　
　
　
　
　
　
．
．
．
．
・
．
同
補
充
員
も
改
選

滝
沢
　
和
平
（
猪
之
名
・
き
の
や
）

久
保
田
和
夫
（
天
水
島
・
中
屋
敷
）

小
野
塚
新
作
（
東
川
・
新
屋
）

本
山
　
　
勉
（
北
浦
田
・
岡
の
田
）

　
同

村
山

佐
藤

畔
上

補
充
員

寿
雄
（
松
口
・
下
村
）

良
雄
（
天
水
越
・
下
元
屋
敷
）

力
郎
（
上
の
山
・
田
の
助
）
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望
ど
お
り
支
給
す
る
方
が
先
決
で

な
い
か
と
考
え
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
来
年
度
急

に
増
額
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
、
逐
次
整
備
す
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
た
い
。

町
独
自
の
冷
害
対
策
を
考
え
て
い
る

質
問
今
夏
の
異
常
気
象
は
、
稲
を

　
　
は
じ
め
農
作
物
に
甚
大
な
被

害
を
与
え
た
。

　
こ
れ
は
去
る
五
十
一
年
の
冷
害

を
上
回
る
も
の
で
な
い
か
と
思
う

　
こ
の
た
め
被
災
農
家
の
救
済
措

置
と
し
て
、
①
救
農
土
木
事
業
の

実
施
②
政
府
売
渡
し
米
0
仮
渡
金

の
利
子
補
給
③
肥
料
・
農
薬
代
金

の
一
か
年
延
納
と
利
子
補
給
④
種

籾
の
無
償
配
布
⑤
土
壌
改
良
資
材

の
使
用
奨
励
と
補
助
な
ど
の
対
策

が
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
予
防
措
置
と
し
て
①
ホ

10月に花が咲いた唾新潟早生．

場
整
備
②
温
水
溜
池
な
ど
に
よ
る

冷
水
濯
が
い
対
策
も
役
立
つ
と
思

う
。　

町
は
、
こ
れ
ら
の
対
策
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
、

そ
の
所
存
を
伺
い
た
い
。

答
弁
冷
害
対
策
本
部
を
九
月
九
日

　
　
に
設
置
し
た
。
五
十
一
年
に

実
施
し
た
措
置
は
、
こ
と
し
も
実

施
し
た
い
。

　
県
の
普
及
課
長
と
農
業
試
験
場

長
が
昨
日
来
町
し
た
の
で
「
松
之

山
が
行
っ
た
冷
害
対
策
に
は
、
有

無
を
言
わ
ず
、
県
が
五
〇
％
の
補

助
を
す
る
よ
う
」
お
願
い
し
た
。

　
た
だ
、
県
の
考
え
方
と
し
て
は

三
～
四
百
層
以
上
の
地
域
に
限
定

し
て
、
対
策
を
講
じ
た
い
よ
う
だ

　
し
か
し
、
県
の
対
策
は
そ
う
で

あ
っ
て
も
、
町
は
全
町
的
な
視
野

に
立
っ
て
、
そ
の
対
策
に
当
り
た

い
。

　
な
お
、
救
農
土
木
工
事
は
県
に

お
願
い
し
て
み
る
が
、
雪
の
た
め

に
河
川
関
係
の
工
事
が
適
当
で
な

い
か
、
と
思
っ
て
い
る
。

　
予
防
対
策
に
つ
い
て
、
ご
趣
旨

は
理
解
で
き
る
が
、
そ
れ
に
は
地

域
の
情
熱
が
伴
わ
な
い
と
ー
他

の
地
域
の
協
力
が
得
ら
れ
れ
ば
、

養
魚
池
な
ど
を
観
光
農
業
に
結
び

つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
な
ん
ら
か
の

措
置
を
考
え
て
い
き
た
い
。

畜
舎
の
材
料
は
古
材
で
も
よ
い
：
：
し
か
し

質
問
畜
舎
建
設
に
対
す
る
補
助
金

　
　
交
付
は
、
話
が
出
て
か
ら
六

か
月
ほ
ど
で
具
体
化
し
た
と
い
う

こ
と
で
飼
育
農
家
は
喜
ん
で
い
る

　
松
代
町
と
違
い
「
頭
数
に
関
係

な
く
五
〇
％
補
助
」
と
し
た
こ
と

は
、
大
い
に
結
構
な
こ
と
で
あ
る

　
今
後
実
施
に
当
り
、
要
綱
に
も

あ
る
「
そ
の
機
能
を
備
え
れ
ば
」

と
い
う
こ
と
を
重
点
に
、
飼
育
者

の
経
済
力
に
応
じ
て
、
励
ま
す
よ

う
に
こ
の
制
度
を
運
用
す
る
と
と

も
に
、
条
件
に
合
う
人
が
積
極
的

に
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
も
ら

い
た
い
。

答
弁
本
日
み
な
え
の
享
元
に

　
　
お
配
り
し
た
と
お
り
要
綱
を

先
般
決
め
て
い
た
だ
い
た
。

　
ご
希
望
に
沿
う
よ
う
努
力
し
た

い
。
な
お
、
最
低
五
年
ぐ
ら
い
は

耐
え
る
構
造
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

雛鱗鵜　　　　　　灘羅　　　　灘灘　　　鍍醸　　灘灘鍵

教
育
委
員
・
　
　
・
再
任

福
原
　
一
雄
（
天
水
越
・
酢
屋
）

樋
熊
　
琢
成
（
松
之
山
・
陽
光
寺
）

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

　
委
員
・
：
・
：
：
：
再
任

和
久
井
広
吉
（
水
梨
・
技
茂
の
下
）

道
路
財
源
の
他
目
的
転
用
に

反
対
す
る
意
見
書

　
国
の
予
算
編
成
に
当
っ
て
、
財
政

再
建
の
た
め
道
路
財
源
を
他
に
転
用

し
よ
う
と
す
る
意
見
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
道
路
の
も

つ
日
本
経
済
の
中
で
の
役
割
、
道
路

整
備
水
準
の
実
態
及
び
道
路
財
源
の

性
格
を
充
分
に
理
解
し
な
い
論
議
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
道
路
は
国
家
経
済
の
基
盤
及
び
行

政
運
営
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ
り

そ
の
整
備
水
準
を
高
め
る
こ
と
は
、

減
量
経
営
を
促
進
し
、
税
の
増
収
に

も
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
効
果
等
も
期
待
で
き
る
。

　
特
に
我
々
積
雪
地
域
に
お
け
る
道

路
は
、
市
民
生
活
の
生
命
線
で
あ
り

定
住
構
想
推
進
の
上
か
ら
も
道
路
の

整
備
水
準
を
一
層
高
め
る
必
要
が
あ

る
。　

か
か
る
理
由
か
ら
道
路
財
源
を
他

に
転
用
す
る
こ
と
に
、
強
く
反
対
す

る
。　

　
昭
和
五
十
五
年
九
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　
松
之
山
町
議
会

請
　
願
・

・
三
件

▽
私
立
高
校
へ
の
県
費
補
助
を
増
額

す
る
よ
う
県
知
事
と
県
議
会
に
対
し

意
見
書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
。
陳
情

者
・
関
根
学
園
・
古
川
学
園

　
提
出
す
る
こ
と
に
決
定
。

　
　
　
　
　
◆

▽
戦
後
、
シ
ベ
リ
ア
に
強
制
抑
留
さ

せ
ら
れ
た
人
に
補
償
す
る
よ
う
政
府

や
関
係
機
関
に
意
見
書
を
提
出
し
て

ほ
し
い
。
請
願
者
・
全
国
抑
留
者
連

協
松
之
山
支
部
長
久
保
田
勢
策
さ
ん

提
出
す
る
こ
と
に
決
定
。

　
　
　
　
　
◆

▽
町
道
蝦
池
宮
中
線
の
局
部
改
良
と

舗
装
の
促
進
に
つ
い
て
。
請
願
者
・

上
蝦
池
部
落
総
代
小
野
塚
健
吉
さ
ん

ほ
か
↓
建
設
観
光
委
員
会
に
付
託
し

て
検
討
す
る
こ
と
に
決
定
。

赤
倉
橋
を
町
道
に

　
　
ー
坪
野
東
山
線
ー

　
　
上
川
手
光
間
線
の
越
道
橋
を
暗
渠

　
に
し
た
た
め
、
こ
の
橋
を
廃
止
し
、

坪
野
東
山
線
の
赤
倉
橋
（
赤
倉
地
内
）

を
新
た
に
認
定
し
ま
し
た
。

　
南
佐
渡
消
防
事
務
組
合
が

　
新
加
入

　
　
　
ー
町
村
人
事
事
携
組
合
1

　
　
「
十
日
町
市
・
川
西
町
・
中
里
村

伝
染
病
舎
組
合
」
の
名
称
を
「
十
日

町
地
域
伝
染
病
舎
組
合
」
に
改
め
、

新
ら
し
く
「
南
佐
渡
消
防
事
務
組
合
」

が
加
入
し
ま
し
た
。

写
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陸
．
　
　
　
雛
㎜
　
　
、
鑑
　
霧
　
　
イ

　
　
　
　
　
　
　
．
羅
’

琿

妻
謬
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仲
人
さ
ん
に

　
　
　
　
　
　
金
一
封

　
　
－
最
高
5
万
円
ー

　
こ
の
制
度
は
、
過
疎
及
び
後
継
者

対
策
の
一
つ
と
し
て
、
町
が
こ
と
し

か
ら
試
み
た
も
の
で
す
。

　
報
償
金
が
仲
人
さ
ん
に
送
ら
れ
る

条
件
と
し
て
①
結
婚
す
る
方
二
人
の

本
籍
が
松
之
山
町
に
あ
る
方
、
も
し

く
は
ど
ち
ら
か
が
あ
る
②
結
婚
し
た

二
人
が
、
引
続
き
松
之
山
町
に
住
む

と
認
め
ら
れ
る
場
合
。
こ
の
い
ず
れ

に
も
該
当
す
る
新
婚
さ
ん
の
誕
生
に

貢
献
さ
れ
た
方
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
二
つ
の
条
件
に
該
当
さ
れ

る
と
思
わ
れ
る
新
婚
さ
ん
に
は
、
後

ほ
と
申
請
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き

こ
れ
ら
の
条
件
に
該
当
す
る
か
、
ど

う
か
を
審
査
す
る
た
め
の
委
員
会
を

設
け
、
そ
こ
で
審
査
し
て
最
終
的
に

決
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
報
償
金
は
、
最
高
五
万
円
の
範
囲

お
く
や
み

佐
藤
　
タ
イ

志
賀
　
ノ
ブ

高
橋
　
ト
シ

〃
新
一
郎

〃
　
戌
次

鈴
木
　
ハ
マ

吉
川
繁
太
郎

師
（
天
水
越
・
六
院
）

㈹
（
三
桶
・
土
橋
）

㊦①

（
湯
本
・
稲
場
）

㎝
（
天
水
島
・
峰
坂
）

圃
（
中
尾
・
倉
の
袖
）

㈹
（
下
鍛
池
・
屋
敷
）

㈱
（
松
口
・
栄
屋
）

内
で
、
そ
の
ご
苦
労
の
度
合
に
よ
り

決
め
ら
れ
ま
す
。

　
町
で
は
一
組
で
も
多
く
の
ヵ
ッ
プ

ル
が
誕
生
す
る
よ
う
仲
人
さ
ん
の
ご

協
力
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
こ
と
し
一
月
か
ら
十
一
月
末
ま
で

に
挙
式
を
済
ま
せ
、
そ
の
実
現
に
ご

努
力
い
た
だ
い
た
方
は
、
次
の
十
四

人
の
方
が
た
で
す
。
　
（
敬
称
略
）

柳
　
靖
治
　
（
湯
本
・
千
歳
館
V

久
保
田
正
敏
（
松
之
山
・
寿
美
屋
）

相
沢
喜
一
郎
（
小
谷
・
油
屋
）

佐
藤
　
大
治
（
天
水
越
・
倉
峰
）

高
橋
篤
太
郎
（
湯
本
・
入
場
）

小
野
塚
健
一
（
〃
　
・
白
川
屋
）

高
橋
洋
一
（
〃
・
ま
る
た
か
）

福
原
　
一
雄
（
天
水
越
・
酢
屋
）

小
野
塚
辰
太
郎
（
東
川
・
山
木
屋
）

南
雲
　
正
善
（
西
之
前
・
五
香
屋
）

福
原
　
昭
治
（
天
水
越
・
坂
中
）

本
山
　
勝
治
（
田
麦
立
・
宮
下
）

滝
沢
　
恒
三
（
十
日
町
市
）

関
谷
　
哲
郎
（
松
代
町
）

本渡相村高高本佐佐山
山辺沢山沢橋山藤藤岸
　　　　コ
シ健俊喜工成清サ良固
ヨ策雄伸ト信松卜夫

（
順
不
同
）

㈹
（
兎
口
・
新
宅
）

励
（
湯
之
島
・
石
屋
）

㈹
（
天
水
島
・
せ
ぎ
）

圃
（
田
麦
立
・
鉄
京
）

姻
（
天
水
島
・
呂
久
）

禰
（
北
浦
田
・
古
坂
）

㈹
（
坪
野
・
岩
入
）

圃
（
小
谷
・
益
田
屋
）

㈹
（
湯
山
・
東
屋
）

⑳
（
湯
本
・
大
工
）

；おしらせおしらせおしらせおしらせ

いただきますが、この証紙は財務事

務所にはなく、銀行で販売していま

す。

　　　　一上越財務事務所

　　　　　智上越（25）一2211一

交通事故の無料相談

　自動車保険請求相談センターでは

交通事故の無料相談を行っています

とき／午前9時30分～午後4時30分

まで（土曜日は正午まで）ところ／

新潟自動車保険請求相談センター麿

新潟（25）1851（新潟市本町通7－1082

興亜火災新潟支店ビル5階）

　「県史∫東頸の自然」はいかが

　「新潟県史」全37巻のうち、①上

越②中越③佐渡④文献の各4冊が、

来年3月末に刊行します。お申込み

は2月末日までに県総務部県史編さ

ん室へ。

　「東頸の自然」……町内の自然を

知るガイドブックとして好評。価格

／700円（送料160円）申込み／理

科教育センター（台安塚（2）2209）…

いずれも詳しいことは、町議会事務

局へ（行3131内線53）

印かん登録証を忘れずに．＿お
　　　　　　　　　　　　　　　　し

印かん証明の方法を！月1日ヵ3らら

新方式（チラシで躁内のとおり）せ

で行います。証明書の交付を受る方

は・「印かん登録証」を必ずご持参お

下さい・　　　　　　　　し

再赴任バスの申込みは洞2目ら
東京・名古屋方面にバスを出しませ

す。

申込み一1月2日、午前9時～午　　お

後3時までに役場へ（台3131）※受し

付は当日のみです。　　　　　　　　ら

料金一1座席にっき・東京4・100せ
円。名古屋4，800円です。出発日一

轟騨叢論耀
躍、鰍農騰蒙禦ら
※新山、三看地域の方は、役場前にせ

ご集合下さい。
　　　　　　　　　　．　　　お
納税証明書樋200円1一し
建設業の登録などに必要な「納税ら

証明書」の交付手数料が・12月1日せ

から1枚につき200円になりました

　この手数料は、収入証紙で納めて
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叫
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村
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（
湯
本
孟
知
の
二
男
）

う
ぶ
声

村
山
　
由
美
（
古
戸
・
友
義
の
長
女
）

相
沢
　
政
徳
（
小
谷
童
美
の
長
男
）

田
辺
　
隆
之
（
松
之
山
・
広
文
の
二
男
）

小
野
塚
　
稔
（
東
川
・
秀
一
の
二
男
）

長
崎
　
好
秀
（
藤
倉
ら
ゆ
子
の
長
男
）

島
田
　
　
怜
（
天
水
島
二
の
長
男
）

田
中
　
　
勉
（
西
之
前
・
富
士
雄
の
長
男
）

布
施
　
洋
一
（
黒
倉
・
彦
治
の
長
男
）

小
野
塚
　
恵
（
東
川
・
徳
一
の
二
女
）


